
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
栗
駒
ダ
ム
操
作
規
則 

（
農
村
整
備
課
）　

　

一

 
規

則

　

栗
駒
ダ
ム
操
作
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
四
号

　
　
　

栗
駒
ダ
ム
操
作
規
則

　

栗
駒
ダ
ム
操
作
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
宮
城
県
規
則
第
三
十
一
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
。

目
次

　

第
一
章　

総
則
（
第
一
条－

第
九
条
）

　

第
二
章　

ダ
ム
等
の
管
理
の
原
則

　
　

第
一
節　

流
水
の
貯
留
及
び
放
流
の
方
法
（
第
十
条－

第
十
三
条
）

　
　

第
二
節　

放
流
の
際
に
と
る
べ
き
措
置
等
（
第
十
四
条－

第
十
九
条
）

　
　

第
三
節　

洪
水
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る
特
則
（
第
二
十
条－

第
二
十
五
条
）

　

第
三
章　

雑
則
（
第
二
十
六
条
）

　

附
則

　
　
　

第
一
章　

総
則

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
規
則
は
、
栗
駒
ダ
ム
（
以
下
「
ダ
ム
」
と
い
う
。）
の
操
作
の
方
法
の
ほ
か
、
ダ
ム
及
び
栗
駒
ダ
ム
貯

水
池
（
以
下
「
貯
水
池
」
と
い
う
。）
の
管
理
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
管
理
の
遂
行
）

第
二
条　

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所
栗
駒
ダ
ム
管
理
事
務
所
長
（
以
下
「
所
長
」
と
い
う
。）
は
、
河
川
法
（
昭

和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
並
び
に
農
業
用
ダ
ム
管
理

条
例
（
平
成
十
年
宮
城
県
条
例
第
三
十
五
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
及
び
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
ダ
ム
及
び
貯
水
池
を
管
理
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所
に
、
法
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
管
理
主
任
技
術
者
一
人
を
置
く
も
の
と
す

る
。

３　

前
項
の
管
理
主
任
技
術
者
は
、
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
並
び
に
条
例
及
び
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
ダ
ム
及
び
貯
水
池
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
誠
実
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
ダ
ム
の
用
途
、
ダ
ム
及
び
貯
水
池
の
諸
元
等
）

第
三
条　

ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
、
か
ん
が
い
用
水
の
供
給
及
び
発
電
を
そ
の
用
途
と
し
、
ダ
ム
及
び
貯
水
池
の
諸
元
そ

の
他
こ
れ
に
類
す
る
ダ
ム
及
び
貯
水
池
の
管
理
に
必
要
な
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

ダ
ム

　
　

イ　

高
さ　

五
七
・
二
メ
ー
ト
ル

　
　

ロ　

堤
頂
の
標
高　

二
〇
七
・
二
メ
ー
ト
ル

　
　

ハ　

越
流
頂
の
標
高　

一
九
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル

　
　

ニ　

洪
水
吐
ゲ
ー
ト

　
　
　
�
　

ゲ
ー
ト
の
規
模
及
び
数

　
　
　
　
　

高
さ
一
五
・
六
メ
ー
ト
ル
で
幅
八
メ
ー
ト
ル
の
も
の
一
門

　
　
　
�
　

ゲ
ー
ト
の
開
閉
の
速
さ

　
　
　
　
　

一
分
に
つ
き
〇
・
三
メ
ー
ト
ル

　
　

ホ　

放
流
管
バ
ル
ブ

　
　
　
�
　

規
模
及
び
数

　
　
　
　
　

取
水
ゲ
ー
ト　

内
径
一
・
六
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
・
六
メ
ー
ト
ル
の
も
の
一
門

　
　
　
　
　

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ー
ゲ
ー
ト　

内
径
〇
・
七
五
メ
ー
ト
ル
の
も
の
一
門

　
　
　
　
　

副
バ
ル
ブ　

内
径
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
の
も
の
一
門

　
　
　
　
　

発
電
ゲ
ー
ト　

内
径
一
・
四
メ
ー
ト
ル
の
も
の
一
門

　
　
　
　
　

維
持
放
流
ゲ
ー
ト　

内
径
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
の
も
の
一
門

　
　
　
　
　

川
台
用
水
ゲ
ー
ト　

内
径
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
の
も
の
一
門

　
　
　
�
　

開
閉
に
係
る
開
度
変
化
量

　
　
　
　
　

取
水
ゲ
ー
ト　

一
分
に
つ
き
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
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ジ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ー
ゲ
ー
ト　

一
分
に
つ
き
〇
・
二
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　

副
バ
ル
ブ　

一
分
に
つ
き
〇
・
二
五
四
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　

発
電
ゲ
ー
ト　

一
分
に
つ
き
〇
・
二
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　

維
持
放
流
ゲ
ー
ト　

一
分
に
つ
き
〇
・
〇
六
四
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　

川
台
用
水
ゲ
ー
ト　

一
分
に
つ
き
〇
・
〇
六
四
メ
ー
ト
ル

　
　

ヘ　

計
画
洪
水
流
量　

毎
秒
九
二
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

　
　

ト　

設
計
洪
水
流
量　

毎
秒
一
、
一
一
三
立
方
メ
ー
ト
ル

　

二　

貯
水
池

　
　

イ　

直
接
集
水
地
域
の
面
積　

五
三
・
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　

ロ　

湛
水
区
域
の
面
積　

〇
・
八
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　

ハ　

最
大
背
水
距
離　

二
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　

ニ　

設
計
洪
水
位　

標
高
二
〇
六
・
〇
五
メ
ー
ト
ル

　
　

ホ　

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
水
位　

標
高
二
〇
五
・
二
メ
ー
ト
ル

ヘ　

常
時
満
水
位　

標
高
二
〇
二
・
〇
メ
ー
ト
ル
（
非
洪
水
期
間
の
う
ち
五
月
一
日
か
ら
同
月
二
十
五
日
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　

標
高
一
九
八
・
〇
メ
ー
ト
ル
（
前
記
以
外
の
非
洪
水
期
間
）

　
　

ト　

制
限
水
位　

標
高
一
九
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
（
洪
水
期
間
）

チ　

予
備
放
流
水
位　

標
高
一
九
九
・
五
メ
ー
ト
ル
（
非
洪
水
期
間
の
う
ち
五
月
一
日
か
ら
同
月
二
十
五
日
ま
で
）

リ　

最
低
水
位　

標
高
一
七
五
・
〇
メ
ー
ト
ル

ヌ　

有
効
貯
水
量　

一
二
、
七
五
八
、
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

ル　

洪
水
調
節
容
量　

九
、
一
〇
三
、
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
（
洪
水
期
間
）

四
、
一
九
一
、
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
（
非
洪
水
期
間
の
う
ち
五
月
一
日
か
ら
同
月
二
十

五
日
ま
で
）

五
、
一
四
〇
、
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
（
前
記
以
外
の
非
洪
水
期
間
）

オ　

か
ん
が
い
容
量　

三
、
六
五
五
、
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
（
洪
水
期
間
）

一
〇
、
二
八
六
、
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
（
非
洪
水
期
間
の
う
ち
五
月
一
日
か
ら
同
月
二

十
五
日
ま
で
）

七
、
六
一
八
、
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
（
前
記
以
外
の
非
洪
水
期
間
）

　

三　

か
ん
が
い
用
水
に
係
る
最
大
使
用
水
量
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

　

四　

河
川
維
持
流
量
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
と
す
る
。

　

五　

洪
水
期
間
及
び
非
洪
水
期
間

　
　

イ　

洪
水
期
間　

七
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

　
　

ロ　

非
洪
水
期
間　

十
月
一
日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

　

六　

発
電
取
水

　
　

イ　

最
大
取
水
量　

毎
秒
五
立
方
メ
ー
ト
ル

　
　

ロ　

洪
水
期
間　

標
高
一
七
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
九
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

非
洪
水
期
間　

標
高
一
七
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
九
八
・
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
（
五
月
一
日
か
ら
同
月
二
十

五
日
ま
で
は
標
高
二
〇
二
・
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
）

　

（
洪
水
）

第
四
条　

こ
の
規
則
に
お
い
て
「
洪
水
」
と
は
、
流
水
の
貯
水
池
へ
の
流
入
量
（
以
下
「
流
入
量
」
と
い
う
。）
が
、

毎
秒
六
十
五
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

　

（
洪
水
警
戒
体
制
）

第
五
条　

所
長
は
、
仙
台
管
区
気
象
台
か
ら
栗
原
市
西
部
を
対
象
と
し
た
大
雨
警
報
又
は
洪
水
警
報
の
発
令
が
な
さ
れ

た
と
き
そ
の
他
洪
水
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
洪
水
警
戒
体
制
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

（
注
意
体
制
）

第
六
条　

所
長
は
、
洪
水
警
戒
体
制
に
速
や
か
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
注
意
体
制
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
準
備
体
制
）

第
七
条　

所
長
は
、
気
象
に
関
す
る
情
報
収
集
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
準
備
体
制
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
貯
水
位
の
算
定
方
法
）

第
八
条　

貯
水
池
の
水
位
（
以
下
「
貯
水
位
」
と
い
う
。）
は
、
ダ
ム
本
体
に
設
置
さ
れ
た
水
位
計
の
測
定
結
果
に
基

づ
き
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
流
入
量
の
算
定
方
法
）

第
九
条　

流
入
量
は
、
こ
れ
を
算
定
す
べ
き
時
を
含
む
一
定
の
時
間
に
お
け
る
貯
水
池
の
貯
水
量
の
増
分
と
当
該
一
定

の
時
間
に
お
け
る
貯
水
池
か
ら
の
延
べ
放
流
量
を
合
算
し
た
量
を
当
該
一
定
の
時
間
で
除
し
て
算
定
す
る
も
の
と
す

る
。

２　

前
項
の
貯
水
量
の
増
分
は
、
同
項
の
一
定
の
時
間
が
始
ま
る
時
及
び
こ
れ
が
終
わ
る
時
に
お
け
る
貯
水
位
に
そ
れ

ぞ
れ
対
応
す
る
貯
水
池
の
貯
水
量
を
別
表
第
三
に
よ
り
求
め
、
こ
れ
ら
を
差
引
計
算
し
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

第
二
章　

ダ
ム
等
の
管
理
の
原
則

　
　
　
　

第
一
節　

流
水
の
貯
留
及
び
放
流
の
方
法

　

（
流
水
の
貯
留
の
最
高
限
度
）
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第
十
条　

貯
水
池
に
お
け
る
流
水
の
貯
留
は
、
第
二
十
二
条
第
一
号
及
び
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
除
く
ほ

か
、
非
洪
水
期
間
に
お
い
て
は
常
時
満
水
位
を
、
洪
水
期
間
に
お
い
て
は
制
限
水
位
を
超
え
て
し
て
は
な
ら
な

い
。

　

（
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
十
一
条　

ダ
ム
か
ら
の
放
流
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
限
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

迫
川
に
お
け
る
佐
沼
地
点
の
水
量
が
毎
秒
六
・
五
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
と
き
。

二　

前
条
の
規
定
を
遵
守
す
る
た
め
、
必
要
が
あ
る
と
き
。

三　

第
二
十
一
条
第
五
号
、
第
二
十
二
条
第
一
号
、
第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
貯
水
池
か
ら
放

流
す
る
と
き
。

四　

ダ
ム
そ
の
他
貯
水
池
内
の
施
設
又
は
工
作
物
の
点
検
又
は
整
備
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
。

五　

洪
水
期
間
に
移
行
す
る
に
際
し
、
水
位
を
制
限
水
位
に
低
下
さ
せ
る
と
き
。

六　

そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
。

２　

前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
の
放
流
は
、
毎
秒
六
十
五
立
方
メ
ー
ト
ル
を
限
度
と
す
る
。
た
だ
し
、

同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
流
入
量
に
相
当
す
る
水
量
を
限
度
と
す
る
。

　

（
放
流
開
始
及
び
放
流
量
の
増
減
の
方
法
）

第
十
二
条　

ダ
ム
か
ら
の
放
流
は
、
第
二
十
二
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
っ
て
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
下
流
の
水
位
の

急
激
な
変
動
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
別
表
第
四
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

流
入
量
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
時
は
、
当
該
流
入
量
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
ダ
ム
か
ら
の
放
流
量
を
増
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２　

ダ
ム
か
ら
放
流
を
行
う
場
合
の
放
流
量
は
、
こ
の
規
則
で
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
流
入
量
に
相
当
す
る
量
か

ら
発
電
の
た
め
の
取
水
量
を
控
除
し
た
量
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

　

（
洪
水
吐
ゲ
ー
ト
及
び
放
流
管
バ
ル
ブ
の
操
作
の
方
法
等
）

第
十
三
条　

洪
水
吐
ゲ
ー
ト
の
一
回
の
開
閉
は
、
別
表
第
四
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
操
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
流
入
量
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

２　

ゲ
ー
ト
及
び
ダ
ム
の
放
流
管
バ
ル
ブ
は
、
か
ん
が
い
、
発
電
若
し
く
は
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
放
流
す
る
場
合

又
は
ダ
ム
の
洪
水
吐
、
放
流
管
の
点
検
若
し
く
は
整
備
の
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ
れ
を
開
閉
し
て

は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

第
二
節　

放
流
の
際
に
と
る
べ
き
措
置
等

　

（
放
流
の
際
の
関
係
機
関
の
長
に
対
す
る
通
知
）

第
十
四
条　

所
長
は
、
法
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
す
る
と
き
は
、
ダ
ム
の
洪
水
吐
又
は
放
流
管
か
ら
の
放

流
に
よ
っ
て
、
下
流
に
危
害
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
少
な
く
と
も
一
時
間
前
ま
で
に
、
別
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
別
表
第
五
に
掲
げ
る
関
係
機
関
の
長
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

所
長
は
、
細
倉
金
属
鉱
業
株
式
会
社
玉
山
発
電
所
（
以
下
「
発
電
所
」
と
い
う
。）
の
放
流
口
か
ら
の
放
流
に
よ
っ

て
下
流
の
水
位
の
著
し
い
上
昇
が
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
危
害
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
放
流
の
際
の
一
般
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
）

第
十
五
条　

所
長
は
、
法
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
一
般
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
と
る
と
き
は
、
ダ

ム
地
点
か
ら
栗
原
市
金
成
鴫
屋
敷
地
点
ま
で
の
三
迫
川
の
区
間
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。）
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
警
告

は
、
別
表
第
六
に
掲
げ
る
サ
イ
レ
ン
又
は
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
疑
似
音
に
よ
る
吹
鳴
及
び
警
報
車
の
ス
ピ
ー
カ
ー
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
時
期
に
行
う
も
の
と
す
る
。

一　

ダ
ム
地
点
に
設
置
さ
れ
た
サ
イ
レ
ン
及
び
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
警
告
に
あ
っ
て
は
、
ダ
ム
か
ら
の
放
流
を
開
始

す
る
約
三
十
分
前

二　

ダ
ム
地
点
以
外
の
地
点
に
設
置
さ
れ
た
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
疑
似
音
に
よ
る
警
告
に
あ
っ
て
は
、
ダ
ム
か
ら
の

放
流
に
よ
り
当
該
地
点
に
お
け
る
三
迫
川
の
水
位
の
上
昇
が
開
始
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
時
の
約
三
十
分
前

三　

警
報
車
の
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
警
告
に
あ
っ
て
は
、
前
項
の
区
間
に
含
ま
れ
る
各
地
点
に
お
い
て
、
ダ
ム
か
ら

の
放
流
に
よ
り
当
該
地
点
に
お
け
る
三
迫
川
の
水
位
の
上
昇
が
開
始
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
時
の
約
三
十
分
前

３　

サ
イ
レ
ン
又
は
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
疑
似
音
に
よ
る
吹
鳴
の
方
法
は
、
別
表
第
七
の
と
お
り
と
す
る
。

４　

所
長
は
、
発
電
所
の
放
流
口
か
ら
の
放
流
に
よ
っ
て
下
流
の
水
位
の
著
し
い
上
昇
が
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
前
三
項
の
規
定

の
例
に
よ
り
警
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
ダ
ム
操
作
に
関
す
る
記
録
の
作
成
）

第
十
六
条　

ダ
ム
の
洪
水
吐
ゲ
ー
ト
又
は
放
流
管
の
ゲ
ー
ト
若
し
く
は
バ
ル
ブ
を
操
作
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
（
そ
の
操
作
が
ダ
ム
か
ら
の
放
流
を
伴
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
）

を
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

操
作
の
理
由

二　

操
作
し
た
ゲ
ー
ト
又
は
バ
ル
ブ
の
名
称
、
そ
の
一
回
の
操
作
を
始
め
た
時
刻
及
び
こ
れ
を
終
え
た
時
刻
並
び
に

こ
れ
を
終
え
た
時
に
お
け
る
そ
の
開
度

三　

ゲ
ー
ト
又
は
バ
ル
ブ
の
一
回
の
操
作
を
始
め
た
時
及
び
こ
れ
を
終
え
た
時
に
お
け
る
貯
水
位
、
流
入
量
、
ダ
ム

の
洪
水
吐
又
は
放
流
管
か
ら
の
放
流
に
係
る
放
流
量
及
び
使
用
水
量

四　

ダ
ム
の
洪
水
吐
又
は
放
流
管
か
ら
の
放
流
に
係
る
最
大
放
流
量
が
生
じ
た
時
刻
及
び
そ
の
最
大
放
流
量
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五　

発
電
の
開
始
及
び
終
了
の
時
刻
並
び
に
使
用
水
量
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
時
刻
及
び
そ
の
直
後
に
お

け
る
使
用
水
量

六　

法
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
す
る
場
合
を
含
む
。）
及
び
政

令
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
警
告
（
前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
警
告
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
実
施
状
況

　

（
観
測
及
び
測
定
等
）

第
十
七
条　

法
第
四
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
観
測
は
、
別
表
第
八
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

所
長
は
、
法
第
四
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
観
測
す
べ
き
事
項
の
ほ
か
、
別
表
第
九
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
観

測
又
は
測
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

所
長
は
、
前
項
の
ほ
か
、
次
条
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
と
き
そ
の
他
ダ
ム
又
は
貯
水
池
に
つ
い
て
異
常
か
つ

重
大
な
状
態
が
発
生
し
て
い
る
と
疑
わ
れ
る
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
別
表
第
九
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち

ダ
ム
の
状
況
に
関
す
る
も
の
の
観
測
又
は
測
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　

法
第
四
十
五
条
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
観
測
又
は
測
定
の
結
果
は
、
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
点
検
及
び
整
備
等
）

第
十
八
条　

所
長
は
、
ダ
ム
及
び
貯
水
池
並
び
に
こ
れ
ら
の
管
理
上
必
要
な
機
械
、
器
具
及
び
資
材
を
定
期
的
に
、
又

は
時
宜
に
応
じ
て
そ
の
点
検
及
び
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
常
時
良
好
な
状
態
に
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

所
長
は
、
洪
水
又
は
暴
風
雨
、
地
震
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
異
常
な
現
象
で
そ
の
影
響
が
ダ
ム
又
は
貯
水
池
に

及
ぶ
も
の
が
発
生
し
た
と
き
は
、
そ
の
発
生
後
速
や
か
に
、
ダ
ム
及
び
貯
水
池
の
点
検
（
貯
水
池
付
近
の
土
地
の
形

状
の
変
化
の
観
測
及
び
ダ
ム
に
係
る
地
山
か
ら
に
じ
み
出
る
水
の
量
と
貯
水
位
と
の
関
係
の
検
討
を
含
む
。）
を
行

い
、
ダ
ム
又
は
貯
水
池
に
関
す
る
異
常
な
状
態
が
早
期
に
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

前
二
項
の
点
検
又
は
整
備
の
結
果
は
、
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
異
常
か
つ
重
大
な
状
態
に
関
す
る
報
告
）

第
十
九
条　

所
長
は
、
ダ
ム
又
は
貯
水
池
に
関
す
る
異
常
か
つ
重
大
な
状
態
を
発
見
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
国
土
交

通
省
東
北
地
方
整
備
局
長
（
以
下
「
東
北
地
方
整
備
局
長
」
と
い
う
。）
に
対
し
、
そ
の
旨
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
　
　
　

第
三
節　

洪
水
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る
特
則

　

（
注
意
体
制
時
に
お
け
る
措
置
）

第
二
十
条　

所
長
は
、
注
意
体
制
時
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

ダ
ム
及
び
貯
水
池
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

二　

仙
台
管
区
気
象
台
等
が
行
う
気
象
の
観
測
成
果
を
的
確
か
つ
迅
速
に
収
集
す
る
こ
と
。

　

三　

そ
の
他
ダ
ム
及
び
貯
水
池
の
管
理
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　

（
洪
水
警
戒
体
制
時
に
お
け
る
措
置
）

第
二
十
一
条　

所
長
は
、
洪
水
警
戒
体
制
時
に
お
い
て
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
措
置
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

東
北
地
方
整
備
局
長
及
び
知
事
に
対
し
、
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
を
す
る
こ
と
。

二　

別
に
定
め
る
関
係
機
関
に
対
し
洪
水
警
戒
体
制
を
と
っ
た
旨
の
連
絡
を
行
う
こ
と
。

三　

河
川
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
建
設
省
令
第
七
号
）
第
二
十
七
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
ダ
ム
の
操
作
に
関
す

る
記
録
を
作
成
す
る
こ
と
。

四　

最
大
流
入
量
そ
の
他
流
入
量
の
時
間
的
変
化
を
予
測
す
る
こ
と
。

五　

五
月
一
日
か
ら
同
月
二
十
五
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
ダ
ム
か
ら
放
流
し
、

又
は
貯
水
池
に
流
水
を
貯
留
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ダ
ム
か
ら
の
放
流
は
、
第
十
二
条
の
規
定
に
適
合
し
な
い
こ

と
と
な
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
こ
れ
に
適
合
す
る
よ
う
な
方
法
で
行
う
こ
と
。

イ　

洪
水
警
戒
体
制
に
至
っ
た
時
に
お
け
る
貯
水
位
が
、
予
備
放
流
水
位
を
超
え
、
別
に
定
め
る
基
準
に
達
し
た

と
き
は
、
貯
水
池
か
ら
の
放
流
を
行
い
、
貯
水
位
が
予
備
放
流
水
位
に
等
し
く
な
っ
た
時
以
後
に
お
い
て
は
、

流
入
量
に
相
当
す
る
流
量
の
流
水
を
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
こ
と
。

ロ　

洪
水
警
戒
体
制
に
至
っ
た
時
に
お
け
る
貯
水
位
が
、
予
備
放
流
水
位
に
等
し
い
と
き
は
、
流
入
量
に
相
当
す

る
流
量
の
流
水
を
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
こ
と
。

ハ　

洪
水
警
戒
体
制
に
至
っ
た
時
に
お
け
る
貯
水
位
が
、
予
備
放
流
水
位
を
下
回
っ
て
い
る
と
き
は
、
ダ
ム
か
ら

の
放
流
を
し
な
が
ら
、
又
は
こ
れ
を
し
な
い
で
貯
水
池
に
流
水
を
貯
留
し
、
貯
水
位
が
予
備
放
流
水
位
に
等
し

く
な
っ
た
時
以
後
に
お
い
て
は
、
流
入
量
に
相
当
す
る
流
量
の
流
水
を
貯
水
池
か
ら
放
流
す
る
こ
と
。

　

六　

そ
の
他
ダ
ム
及
び
貯
水
池
の
管
理
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　

（
洪
水
調
節
）

第
二
十
二
条　

所
長
は
、
洪
水
時
に
お
い
て
は
、
第
二
十
条
各
号
並
び
に
前
条
各
号
に
掲
げ
る
措
置
の
ほ
か
、
次
に
掲

げ
る
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
気
象
、
水
象
そ
の
他
の
状
況
に
よ
り
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

一　

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
ダ
ム
か
ら
放
流
し
、
又
は
貯
水
池
に
流
水
を
貯
留
す
る
こ
と
。

イ　

洪
水
期
間
に
お
い
て
は
、
洪
水
吐
ゲ
ー
ト
の
開
度
を
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
に
一
定
に
保
ち
、
貯
水
位
が
制
限
水

位
を
超
え
る
場
合
に
は
、
自
然
放
流
に
よ
り
洪
水
調
節
を
行
う
も
の
と
す
る
。

ロ　

非
洪
水
期
間
に
お
い
て
は
、
貯
水
位
が
常
時
満
水
位
を
超
え
る
と
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、
洪
水
吐
ゲ
ー
ト
の

開
度
が
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
ま
で
は
、
流
入
量
に
相
当
す
る
水
量
を
ゲ
ー
ト
等
の
操
作
に
よ
り
放
流
す

る
も
の
と
し
、
洪
水
吐
ゲ
ー
ト
の
開
度
が
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
と
き
は
、
開
度
を
一
定
に
保
ち
、
自
然

放
流
に
よ
り
洪
水
調
節
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　

二　

法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
記
録
を
作
成
す
る
こ
と
。
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三　

そ
の
他
ダ
ム
及
び
貯
水
池
の
管
理
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　

（
洪
水
調
節
等
の
後
に
お
け
る
措
置
）

第
二
十
三
条　

所
長
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
洪
水
調
節
を
行
っ
た
後
及
び
次
条
の
規
定
に
よ
り
洪
水
に
達
し
な
い
流

水
の
調
節
を
行
っ
た
後
に
お
い
て
、
貯
水
位
が
制
限
水
位
又
は
常
時
満
水
位
（
以
下
「
制
限
水
位
等
」
と
い
う
。）

を
超
え
て
い
る
と
き
は
、
貯
水
位
を
制
限
水
位
等
に
低
下
さ
せ
る
た
め
、
前
条
第
一
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
操

作
し
た
と
き
の
放
流
量
の
う
ち
最
大
の
放
流
量
を
限
度
と
し
て
、
ダ
ム
か
ら
放
流
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
気
象
、
水
象
そ
の
他
の
状
況
に
よ
り
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
下
流
に
支
障
を
与
え

な
い
程
度
の
流
量
を
限
度
と
し
て
、
ダ
ム
か
ら
放
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
洪
水
に
達
し
な
い
流
水
の
調
節
）

第
二
十
四
条　

所
長
は
、
気
象
、
水
象
そ
の
他
の
状
況
に
よ
り
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
別
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
洪
水
に
達
し
な
い
流
水
に
つ
い
て
も
調
節
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
洪
水
警
戒
体
制
の
解
除
）

第
二
十
五
条　

所
長
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
洪
水
警
戒
体
制
を
維
持
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

所
長
は
、
洪
水
警
戒
体
制
を
解
除
し
た
と
き
は
、
別
に
定
め
る
関
係
機
関
に
対
し
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

第
三
章　

雑
則

　

（
細
則
）

第
二
十
六
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
）

 

 

（5）　 平成24年６月27日　水曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第30号　　 

期　
　
　
　
　
　

間

四
月
二
十
一
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で

五
月
六
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で

九
月
十
一
日
か
ら
四
月
二
十
日
ま
で

発
電
所
放
流
口
地
点
水
量

毎
秒
九
・
七
一
二
立
方
メ
ー
ト
ル

毎
秒
五
・
二
八
三
立
方
メ
ー
ト
ル

毎
秒
一
・
三
八
一
立
方
メ
ー
ト
ル

ダ
ム

発
電
所

毎
秒
〇
・
一
〇
三
立
方
メ
ー
ト
ル

毎
秒
〇
・
二
七
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

地　
　
　
　
　
　

点

ダ

ム

地

点

水

量

 



別
表
第
三
（
第
九
条
関
係
）

号外第30号　平成24年６月27日　水曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （6）



別
表
第
四
（
第
十
二
条
、
第
十
三
条
関
係
）

別
表
第
五
（
第
十
四
条
関
係
）

 

別
表
第
六
（
第
十
五
条
関
係
）

別
表
第
七
（
第
十
五
条
関
係
）

　
　

吹　
　

鳴　
　

休　
　

止　
　

吹　
　

鳴　
　

休　
　

止

　
　

（
三
〇
秒
）　

（
三
秒
）　

　

（
五
秒
）　

　

（
五
秒
）　

以
上
一
行
程
を
三
回
繰
り
返
す
。

別
表
第
八
（
第
十
七
条
関
係
）

（7）　 平成24年６月27日　水曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第30号　　 

ダ
ム
か
ら
の
放
流
量
（
発
電
使
用
量
を
含
む
。）

毎
秒
四
・
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で

毎
秒
四
・
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

毎
秒
九
・
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

毎
秒
九
・
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

毎
秒
一
八
・
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

毎
秒
一
八
・
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

毎
秒
二
八
・
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

毎
秒
二
八
・
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

毎
秒
三
七
・
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

毎
秒
三
七
・
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

毎
秒
四
四
・
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

毎
秒
四
四
・
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

毎
秒
六
五
・
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

ゲ
ー
ト
操
作
の

最
小
時
間
間
隔

一
〇
分
ご
と

一
〇
分
ご
と

一
〇
分
ご
と

一
〇
分
ご
と

一
〇
分
ご
と

一
〇
分
ご
と

一
〇
分
ご
と

一
回
の
操
作
に
よ
る
最
大
増
加
放
流
量

毎
秒
〇
・
六
立
方
メ
ー
ト
ル

毎
秒
〇
・
九
立
方
メ
ー
ト
ル

毎
秒
一
・
六
立
方
メ
ー
ト
ル

毎
秒
二
・
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

毎
秒
三
・
二
立
方
メ
ー
ト
ル

毎
秒
四
・
七
立
方
メ
ー
ト
ル

毎
秒
五
・
二
立
方
メ
ー
ト
ル

栗
原
市
長

栗
原
市
消
防
本
部
長

迫
川
上
流
土
地
改
良
区
理
事
長

東
北
電
力
株
式
会
社
古
川
技
術
セ
ン
タ
ー
制
御
所
長

栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
七
番
一
号

栗
原
市
築
館
留
場
中
田
一
一
一
番
一
号

栗
原
市
若
柳
字
川
南
戸
ノ
西
四

大
崎
市
古
川
字
本
鹿
島
二
五
三

関　

係　

機　

関　

の　

長

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
北
上
川
下
流
河
川
事
務
所
長

宮
城
県
土
木
部
河
川
課
長

宮
城
県
農
林
水
産
部
農
村
整
備
課
長

宮
城
県
北
部
土
木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
長

宮
城
県
栗
原
地
方
ダ
ム
総
合
事
務
所
長

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
長

宮
城
県
東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
長

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
長

宮
城
県
警
察
若
柳
警
察
署
長

所　
　

在　
　

地

石
巻
市
蛇
田
字
新
下
沼
八
〇

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

栗
原
市
築
館
藤
木
五
番
地
一
号

栗
原
市
花
山
字
本
沢
向
原
一
一

栗
原
市
築
館
藤
木
五
番
地
一
号

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
西
佐
沼
一
五
〇
番
五
号

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
西
佐
沼
一
五
〇
番
五
号

栗
原
市
若
柳
字
川
北
原
畑
四
番
地
四

設　
　

置　
　

箇　
　

所

栗
原
市
栗
駒
沼
倉
玉
山
一

栗
駒
ダ
ム
管
理
事
務
所
内

栗
原
市
栗
駒
沼
倉
畳
石
四
二－

四

栗
原
市
栗
駒
沼
倉
畑
中
二
六－

三

栗
原
市
栗
駒
松
倉
貴
船
三
九

栗
原
市
栗
駒
松
倉
新
大
町
八
一

栗
原
市
栗
駒
中
野
上
河
原
三
九

栗
原
市
栗
駒
松
倉
前
田
四
八

栗
原
市
栗
駒
中
野
要
害
三
六

栗
原
市
栗
駒
猿
飛
来
諏
訪
七
二－

一

栗
原
市
金
成
大
堤
字
大
原
木
屋
敷
三
四－

九
二

警
報
局
名

栗
駒
ダ
ム

（
監
視
局
）

滝
ノ
原

佐　

野

貴　

船

大　

町

上
河
原

前　

田

中　

野

諏　

訪

鴫
屋
敷

警　
報　
の　
種　
類

サ　
イ　
レ　
ン

〇

ス
ピ
ー
カ
ー

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇



別
表
第
九
（
第
十
七
条
関
係
）

号外第30号　平成24年６月27日　水曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （8）

事　
　
　

項

気
象

水
象

項　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目

上
流
域
の
降
水
量
・
積
雪
量

ダ
ム
地
点
の
降
水
量

貯
水
位

河
川
水
位

貯
水
池
の
結
氷
状
況

貯
水
池
の
堆
砂
状
況

洪
水
被
害

そ
の
他

事　
　
　

項

ダ
ム
本
体

気
象

水
象

そ
の
他

項　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目

漏
水
量

堤
体
変
位

地
震
動

ダ
ム
地
点
の
天
候

ダ
ム
地
点
の
風
向
・
風
速

ダ
ム
地
点
の
気
温

河
川
流
量

流
入
量

放
流
量

地
震
動
（
地
山
）

流
入
・
放
流
水
温

貯
水
池
水
温

貯
水
池
水
質


